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Oberman ou les aleas dIlne auvre au pays du solellevant: 








2012年12月に岡山大学文学部研究叢書34としてObermanou les aleas d'une allvre au pays 



















日本での受容」 となるであろうか。当初はセナンクールの最初の小説のタイ トJレAldomenOl 
1 r1i原盤太訳、お波文庫、下巻 (1959)、p.221
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!e BOJJheur daJJs !'obscurite rアルドマンまたは世に埋もれて暮らす幸せJ(1795)にならって、
ObermaJJ ou!e bOJJheur d'uJJe auvre-を考えていたが、後述するように、 Iオーベルマンjの
日本における運命は幸福だけではなく、不過をかこったこともあるので、 {Iebonheur}を{Ies
aleas}に変更した。なお、 『オーベルマンj出版200周年を記念して2004年にデイデイエ、ベル
スゴル両氏が開催したシンポジウムの発表論文集のタイトルはObermaJJou !e sub!ime JJegatJf 
rオーベルマンjまたは再定的崇高J(2006)となっている。これも 18世紀風の副題付きのタイ
トルであり、本書もそれを採用したわけであるが、やや長いネーミングとなった。命名に関し
てさらにいえば、 {soleillevant} (英語では "risingsun")が震災後の日本の復興を暗示して






























































第2音16章← 「無用の人オーベルマン-Obermanにおける utileと inutileの対立一(上)J
I岡山大学文学部紀要J第28号， 1997， p.13-14. 
第2部 7主主← rrオーベルマンjにおける象徴的風対Jr岡山大学教養部紀要j第26号， 1990，
p.l85-204. 
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第2部 8章← 「無用の人オーベルマン-Obermanにおける utileと inutileの対立一 (中)J
『岡山大学文学部紀要』第30号.1998. p.l95-208. 
第2部 9草 ← 「無用の人オーベルマン-Obermanにおける utileと inutileの対立 (下)J
『岡山大学文学部紀要1第32号 1999.p. 169-180. 
第2部 10章← i人聞は滅ぶものであるJ-rオーベルマン』第90信の一節についてJrヨー








第3部 7← <Apropos d'un recueil d' extraits d' Obermann au J apon)， r岡山大学社会文化科
学研究科紀要J第33号，2012，p. 1-14. 
第3部 8← {D'une edition scolaire japonaise d'Oberman}， rヨーロッパ言語文化研究J(岡
山大学)第 31号 2012.p. 49-79 

















































































































































































































になるという この円環構造は、ブルーストの 『失われた時を求めてjやサル ト ルの n~副!土j を思わ
せる。そのような意味でIオーベルマン』は現代的な作品で、ある。
第3部 :資料篇































ObeJ1l1，祖 ouJ.田 <1.長;asd'une auvre au pays du田!凶 lev<1nt:recepuondu rOmal1 de Senancour <1U japon 1:二ついてぬき邑軍民地味恥
『ヘンリー・ライク ロフトの手記jや『森の生活jといった英米文学作品との比較、 『オーベルマンJ





























お、 一方で、形容詞 {utile}(1有用のJ)の出現数は53で17位というように、形容詞 {inutile}と
いわば措抗していることも明らかとなった。
7 それらとは別に、特にセナンクー ルとブルー ス トとの比較をした花が施され興味を惹く。
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8 Senancour. Obelη7al7. presentation. notes. variantes. dossier par F'abienne Bercegol. Paris. GF' F'lammarion. 
2003. 
9 Senancour. Obermal7l1. derniere version. introduction. etablissement du texte. variantes et notes par 
Beatrice Didier. Paris. Honore Champion. 2003 
10 Beatrice Didier -Le Gall. L 1magi17aIi官chezSenal1cow: Paris. ]ose Corti. 1996. 2 vol 
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passionnant sur la censure d' Oberman. beau temoignage du rayonnement d巴Senancourau 
]apon} nオーベルマンjの検閲に関する非常に面白い論考、日本におけるセナンクールの広が
りの見事な証言」、金崎春幸氏(大阪大学大学院言語文化研究科教授)から「辰野|盗や市原虫太と
いった伝説的な方々の業績がこうして蘇ったことは意義深いことだと思いますJなどといった
反応をいただいている。本格的な評価は今後に侠ちたい。
おわりに
本稿の最後に総合的結論の後半部を訳出する。学術評には相応しくないかもしれないが、筆
者のささやかな祈りがこめられている。本書はフランスの国立図書館や主要大学図書館等にも
送付した。この想いが日本からフランスに、さらには世界に伝わってくれれば幸いである。「結
論に代えて、われわれは日本という凶が、その地理的条件や現代文明に起因する諸困難にもか
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かわらず、若き日のオーベルマンが心に思い描いたであろう美しい姿をいつまでも保ってほし
いと願うものである。そのためにはわれわれに叡知と忍耐が必要で、あろう。[人聞は滅ぶもの
である。 そうかもしれない、しかし抵抗しながら滅びよう。そして無がわれわれを待ち受
けているにしても、それが当然のこととはすまい。JJ
付記
2011年3月末、予定されていた長期研修のためフランスに出発しようとしていた筆者はある知人か
ら「いよいよ日本脱出ですね」と嫌みを言われた。筆者としては大変な状況に陥っている日本を後にす
ることが後ろめたく、やや大げさにいえば後ろ髪を引かれる思いであったのであるが。振り返ってみ
ると、大学院生時代、 1986年にフランスに留学した時はチェルノブイリ原発事故があり、 1995年に文
部省在外研究員として滞仏中に阪神淡路大震災ならびにサリン事件が発生、今固また東日本大震災と
福島原発事故という巡りあわせであった。この調子でいくと今後はフランス長期滞在を控えた方がよ
いかもしれない。また文学部の現状に鑑みてもそれは難しいであろう。(なお、おl鋒の法学部では2年
にわたる長期外国研修が許され、その閲の授業は非常勤が措置されるそうである。)
フランスではノーベル'且"作家クロード・シモンが核兵器を容認していた、ということを聞かされて
冷酷な現実を思い知らされた。キュリー夫人の国フランスは原子力大国であり、核弾頭も備えている。
しかしその一方では原発の見直しを迫る番組が放映されていたことも事実である。昨今 (2013年)の東
アジア情勢を見るに、 「セナンクールの言葉Jは我々にますます迫ってくる。
ヨ~il~ は公費により刊行された非売1日:で、あり、一般には流通していない。 各大学園件館等に送付したが、
岡山大学学術成果リポジトリにも登録されているので以下のURLを参照されたい。
http:/ousar.lib.okayama-u.ac目jp!metadatal50172
しかし実物を手に取ってみたいと思われる方には、残部に余裕がある範囲でお送りします。本紀要
の奥付に記載しである述絡先によって筆者までお中し出ください。
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